
20１１年度 

 農業用生分解性資材普及セミナー 

“生分解性樹脂の世界動向” 開催のご案内 
主催 農業用生分解性資材研究会（ABA） 

後援 社団法人日本有機資源協会、日本プラスチック工業連盟 
 

生分解性樹脂(グリーンプラ)を中心とした国内外の流れを取り上げます。日本のグリーンプラ、

バイオプラの現状を紹介し、世界を代表するBASF社、ノバモント社の２大メーカーから欧米

の状況を語っていただきます。また、最近進展をみた微生物によるグリーンプラの分解促進

研究の成果。さらにプラスチックの原点である石油の安定供給・価格に革命をもたらす藻か

らオイルを生み出す技術について日本とアメリカの現状と展望を講演します。 

 

●○  日時：20１2年3月１3日（火）９：３０～１６：２０ （9:00開場・受付） 

  ●○  参加費：１，０００円（資料代含む、受付でお支払い下さい） 

●○  募集定員：２５０名 

●○  会場：タワーホール船堀 ５階・小ホール 

東京都江戸川区船堀4-1-1（都営新宿線船堀駅前。裏面に交通案内） 

●○  日程 演題・講師 

■ 主催者挨拶（9:30） 

 1. 国内の“バイオプラスチック、バイオポリ”について 

      日本バイオプラスチック協会  猪股 勲氏 

 2.“世界の生分解性樹脂の流れと展望”BASF社 (ドイツ) 

      BASF SE Mr.Tobias.Haber  

昼食（11:45～12:30） 

 3.“世界の生分解性樹脂の流れと展望”ノバモント社 (イタリア) 

      NovamontS.p.A. Mr.Alberto.Castellanza  

 4. 国内の“農業用生分解性マルチフィルム”の現状 

      農業用生分解性資材研究会  坂井久純 

 5. 微生物の酵素による生分解性プラスチックの分解促進 

      (独)農業環境技術研究所  北本宏子氏 小板橋基夫氏 

 6.“農業用新被覆フィルム”の開発 

      日本合成化学工業㈱  池永和義氏 

 7. 微細藻類エネルギー革命 

      バイオテック研究所 筑波大学名誉教授  前川孝昭氏 

 8.“藻からオイル生産”世界を変える石油資源からの脱却 

      国際園芸綜合コンサルタント  千葉乃木雄氏 

《参加申込方法、申込書は裏面に》 
 

農業用生分解性資材研究会 

【 会  員 】 アキレス㈱・岩谷マテリアル㈱・㈱温仙堂・㈱グランツ・ＫＲＨ㈱・ケミテック㈱・㈱今野・ 

サンテーラ㈱・サンプラック工業㈱・シーアイ化成㈱・辻野プラスチックス工業㈱・ 

日本合成化学工業㈱・ＢＡＳＦジャパン㈱・三菱化学㈱・三菱商事㈱・ユニチカ㈱・㈱ユニック 

【賛助会員】 全国農業協同組合連合会・日本バイオプラスチック協会・(社)日本施設園芸協会・ 

(独)農研機構 生研センター基礎研究部・全国農業資材商業会 


